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地域とともに歩み、

地域の未来を拓く学校

湖南市立石部小学校校報第１４３号

令和３年(2021年)５月14日

文責：校長 法山 由紀子

一年前の臨時休校のことを思い出しながら、子どもたちの声が校舎に響くこの日常が当たり前

ではないんだ・・・と改めて考えさせられます。新型コロナウイルスの感染の拡がりはまだまだ

予断を許さない状況ですが、こうやって子どもたちといっしょに過ごすことのできる幸せをかみ

しめて、一日一日を大事にしていきたいと思っています。

４月２８日（水）３０日（金）に分散して行われた学習参観。また、ゴールデンウィーク明け

からの個別懇談会には、保護者の皆様にご来校いただきありがとうございました。特に、個別懇

談会では担任が保護者の皆様とお子様のお話をさせていただくことができました。ここをスター

トに今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

今年も６年生が学校をリードします！！
頼もしい６年生６３名の「決意」が赤階段の掲示板に掲げてありました。そこには、こんな言

葉が並んでいました。３月に卒業した６年生が新６年に託した言葉がいっぱいありました。

６年生は、学校を創っていく強力なスタッフです。自分達の石部小学校を自分達の力でどんど

ん引っ張り、どんどん変えていってほしいものです。今年の６年生にも大いに期待しています。

早速、力を発揮してくれた場面がありました。まずは、４月23日

（金）に行われた「１年生を迎える会」。今年は全員で体育館に集ま

っての集会は行わず、６年生がペアになって校舎内を案内しました。

６年生のやさしさがあちこちで光っていて、１年生が頼りにしている

姿が印象的でした。（２～５年は、石部小のいいところの紹介ビデオ

に出演してくれました。）

また、５月７日（金）には、初顔合わせと

なるたてわり班で活動を行いましたが、各リ

ーダーが先生を頼るのではなく、自分達でこ

の時間を何とかしようとする意気込みを見せ

てくれました。そんなやる気のおかげでどの

教室もなごやかな雰囲気に包まれていました。

こんな最高学年になりたい！！（６年生の思い）

・すごいと思ってもらえる６年生 ・地域の方に大きな声であいさつできる６年生
・低学年にやさしく接する６年生 ・かっこいい６年生
・１～５年が困っていたらやさしく接する６年生 ・時間の使い方がうまい６年生
・低学年のお手本となれる６年生 ・当たり前のことをする６年生
・言葉遣いと行動を考える６年生 ・右側通行 廊下は歩く６年生
・リーダーとしてみんなを引っ張れる６年生 ・常に笑顔でいられる６年生
・学校をひっぱっていける６年生 ・尊敬される６年生
・頼られる６年生 ・どの学年にもやさしく平等に接する６年生
・なかよしこよし６年生 ・明るい6年生
・やさしさとうれしさを分けたい ・あこがれられる６年生
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すごい！！！ 早くも２００００ページ 読破！！！

今年度も読書を奨励する取組とし

て１～３年生は「読書１００冊チャ

レンジ」を、４～６年生は、「読書

貯金10000ページ」を始めました。

なんと！すでに２万ページを読破

した６年生が、先日校長室に報告にきてくれ、読書大好

きなこの２人と読書談義に花が咲きました。

５月（後半）～６月の行事予定

５／１８ (火) ５年田植え 集金日 ６／ １（火）校医検診２．５年

校医検診（３,６年） ２（水）委員会活動

１９ (水) クラブ活動 ３（木）プール掃除・水入れ

２４ (月) ３年まちたんけん ８（火）集金日

６年租税教室 ９（水）クラブ活動

２６ (水) クラブ活動 １５（火）４年校外学習（予定）

２７ (木) ６年全国学力･学習状況調査 ２５（金）音楽発表会（録画日・参観はありません）

校医検診（1,4年）検尿2次 ２９（火）集金日 ５年田んぼ草取り

２８ (金) 検尿２次

３１ (月) ３年まちたんけん （中止や変更の場合もあります）

うれしさ(*^▽^*)・・・おすそ分け

先日、地域の方からお電話がありました。

通勤途中に子どもたちの登校の様子を見かけたとおっしゃる方からでした。

「横断歩道を渡るときに停まってくださった車の運転手さんに、どの班の班長さんもみん

な立ち止まってていねいに頭を下げてお礼をしていました。すごいなと思いました。

それに、そこに立ち番でおられた保護者の方も気持ちよいあいさつをしてくださって、

朝からうれしくなって電話をさせていただきました。」

というお話でした。

さらに、同じ日の放課後、下校を見守ってくださっていた地域の方からは、３年生の子が

「ありがとう。がんばってね。（雨が降りかけていたので）傘は？ 大丈夫？」

とやさしい言葉で気遣ってくれて、じぃんときました・・・というお話をいただきました。

子どもたちは、日々いろいろなところでいろいろな姿を見せています。そんななかで、

こうやって地域の方々が素敵な姿を見てくださったことは本当にありがたく、私たち職員

もうれしいメッセージに元気をいただきました。ありがとうございました！

コロナ禍のなかの学校運営について
今年度も「いのち最優先」としながらも、さまざまな活動を「コロナだからできない」と

最初からあきらめてしまうのではなく、「（感染対策を講じて）どうすればできるかをまずは
考える」こととしています。
今後の教育活動一つひとつについて、新型コロナウイルスの感染状況やワクチン接種の進

捗状況等を鑑みながらの決定となりますので、今までとは異なる方法で行ったり、また計画
していても実施できなかったりすることも予想されます。が、保護者様、地域の皆様には、
これまで同様、ご理解ご協力をいただきますようよろしくお願いします。

１人１台のタブレット導入
効果的な活用の仕方を考えていきます


